
 （発行元／事務局） 

福岡市住宅都市局 

みどりのまち推進部みどり

推進課  

TEL７１１－４４２４ 

FAX７３３－５５９０・ 

（公財）福岡市緑のまちづ

くり協会 みどり課・ 

メールアドレス： 

anjyu.t@midorimachi.jp 

 TEL８２２－５８３２ 

 FAX８２２－５８４８・ 

 

・緑のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる 

 体験講座 

 ・自然観察会 

１ 

 ・苔玉講座 

 ・クリスマスリース 

２ 

  ・メッセージフレーム 

 ・自然観察会 

３ 

 ・ペットボトルハンギ 

  ング 

 ・ミニクリスマスツリー 

４ 

・ｶﾗｰｻﾝﾄﾞｱﾚﾝｼﾞ教室 
 賀茂小学校留守家庭子ども会 

  長尾小学校留守家庭子ども会 

５ 

 

・ｶﾗｰｻﾝﾄﾞｱﾚﾝｼﾞ教室 

 南当仁公民館 

・多肉植物の寄せ植え 

 玄界公民館 

６ 

 

・楽しく作ろう 

 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ 

 恵迪館 

・ﾁｭｰﾘｯﾌﾟの植え込み 

 みそら保育園 

７ 

・西高宮小学校 

 花のボランティア 

８ 

・多肉植物の育て方 

・福岡城さくらまつりに 

 参加しませんか 

9 

・緑のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる 

 体験講座の参加募集 

・ふくおか花と緑の連絡 

 会からのお知らせ 

・植物園からのお知らせ 

10 

目次 

緑のネットワーク通信   

Ｎｏ．１２８ １２月号 発行日 平成２８年１２月２０日 

■自然観察会 

《緑のコーディネーター 大久保  聡さん》        

【日 時】１１月２０日（日） 

     10：00～11：00 

【場 所】天神（市役所西側緑地～ 

     水鏡天満宮～水上公園～貴賓館） 

【講 師】大久保 聡   

【参加人数】10名   

【参加費】100円（保険料） 

  

 福岡市役所西側の緑地からスタートし、水鏡

天満宮、水上公園を経由し、旧福岡県公会堂貴

賓館まで、１８本の樹木を紹介しました。 

 バナナの房を丸くしたような実が特徴的な

「カンレンボク」、“はがきの木”で有名な

「タラヨウ」（120円切手を貼って投函しまし

た）、極め付きは、水鏡天満宮横丁の「アボガ

ド」など、この一帯にはオモシロ、めずらしい

樹木が意外とたくさんありました。 

 約１時間、参加者の皆さんと街中の自然を満

喫しました。 

【参加者の感想】 

・時間がもう少し長くてもよかった。 

・花が咲く季節にも開催してほしい。 

・天神をゆっくり散策できて良かった。 

・天神に沢山の種類の樹木がある事に驚いた。 

・ハガキの樹（タラヨウ）が印象に残った。 

・ネオンばかり見ないで樹木にも目を向けます。 

・樹木名板をつけてほしい。 

・季節を変えて開催してほしい。また参加したい。 

市役所西側緑地「カンレンボク」 

郵便ポストの横の「タラヨウ」 

緑のコーディネーターによる体験講座 
（活動報告） 

水鏡天満宮横丁の「アボガド」 水鏡天満宮「イボタノキ」 

参加者2名の住所を書いて投函 

水上公園「ハナミズキ」 

紅葉が美しい 

「天神中央公園」 
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《緑のコーディネーター 黒瀬恵子さん》 

【日 時】11月14日（月）10：00～12：00 

【場 所】西区下山門公民館 

【講 師】黒瀬恵子   

【 】15名 【参加費】700円 

 

 苔は自宅の庭で１枚のシートになるまで育てたも

のを使用し、植物は「斑入りヤブコウジ」と「サン

スベリア ハニー」を準備しました。 

 苔玉を作る前に模型を使って糸の巻き方を練習し

てもらったので、難しいと思われる糸掛けもスムー

ズにすることが出来ました。苔の始末をしながら糸

を巻く方法もお伝えしたので、糸を巻き終えた時に

は、きれいな苔玉が出来上がっていました。 

 苔玉は苔をきれいに育ててこそ苔玉の魅力がある

ので、苔をきれいに育てる方法、そして植物によっ

て水やりの方法が違うこともお伝えしました。  

模型を使って糸の巻き方を練習 

緑のコーディネーターによる体験講座 

■苔玉講座 

苔玉の育て方について説明 

【下山門公民館 野呂主事様より】 

 苔玉・・・見たことはあるけど、自分で作るの

は初めて、という皆さんが集まって、黒瀬先生の

ご指導で苔玉を作りました。 

 先生の持ってきてくださった「斑入りヤブコウ

ジ」と「サンスベリア」、どちらもしっかりとし

た植物で、作る前からワクワクしてきます。どち

らの植物がいいかな？と思いながら、まずは苔を

固定するための糸巻きの練習。これが結構難し

い。練習を終えたら、早速苔玉作りに入ります。 

 植物の土を丸め、その上を「ケト土」で包みま

す。「ケト土」は黒くて、しっとりきめ細やかで

柔らかくて気持ちいい！！ 泥だんごを作ってい

る気分になります。その上を苔で包み、最後にそ

の苔を固定するため、糸を巻いていきます。（こ

こで最初の練習が活きてきます。） 

 不器用な私でも思ったより簡単にできました。

家に帰って部屋におくと、部屋の雰囲気が１ラン

ク上がった気がしました。枯らさないように大事

に育てますね。 

（活動報告） 

まーるい苔玉が完成 

■クリスマスリース 

《緑のコーディネーター 熊崎容子さん》 

【日 時】１２月6日（火） 

     14：00～16：00 

【場 所】中央市民センター 実習室 

【講 師】熊崎容子 

【スタッフ】竹下順子・藺牟田 了子 

【 】25名 【参加費】1,500円 

 

 毎年たくさんの方の申し込みをいただいて、恒例になってきまし

た生のヒバで作るクリスマスリースの講座です。 

まずは、切った黄金ヒバとサツマ杉（ヒムロ杉）をリースベース

にリースワイヤーを使って留めつけていきます。 

ベースは丁寧に作っていただきます。ベースが完成したら、リボ

ンや木の実、オーナメントをつけて、それぞれオリジナルなリース

が完成です。 

最初の取り掛かりの説明が不十分だったようで、戸惑っていた方

もいらっしゃいましたが、慣れると皆さんスムーズに作業されてい

ました。 

クリスマスカラーについても説明させていただきました。香りが

良く長く楽しんでいただけると思いました。          

クリスマスカラーについて説明 

ヒバの香りを楽しみながら作っていく 

ボリュームがあるリースが完成 

苔で包んで整える 
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緑のコーディネーターによる体験講座 
                         

■メッセージフレーム 【野芥公民館 橋本主事様より】 

 「トピアリーって何」と思って参加した子ど

もたちも熱心に取り組み、それぞれ工夫を凝ら

してお花をアレンジし、素敵な作品に仕上がり

ました。 

 勤労感謝の日に向けて、お世話になっている

お家の人に「ありがとう」のメッセージを添

え、きれいにラッピングして完成。 

 “楽しかった”と、嬉しそうに持ち帰る子ど

もたち、渡す姿を想像しながら微笑ましく見送

りました。 

 優しくご指導いただきました折井先生、ス

タッフのみな様ありがとうございました。 

（活動報告） 

《緑のコーディネーター 折井由記子さん》 

【日 時】11月19日（土）10：30～12：00 

【場 所】早良区野芥公民館 

【講 師】折井由記子 【スタッフ】出来智子 

【 】17名     【参加費】500円 

 

 勤労感謝のイベントで小学生を対象にメッセージフ

レーム作りをしました。 

 前回の別府小学校留守家庭子ども会さんと、ほぼ同

じ内容でさせていただきました。ただ、今回はラッ

キーモチーフのてんとう虫の飾りも使いました。 

 下準備をしておいたフレームの左側半分をフェイク

の植物を使ってトピアリー風に仕上げてもらいまし

た。どの作品も個性があふれていて、とても良かった

です。 

最後に家族に向けて感謝の気持ちをその場で書いて

もらいました。書いた内容を恥ずかしくて見せたくな

い子どももいて、紙を裏返しにして、フレームにピン

で止めていました。なかなか口では伝えにくいお年頃

ですが、文章を書いて渡すというのはこのご時世、良

いものだなぁと思います。今回もメッセージフレーム

作りで、そのお役に立てて良かったと思います。  

  何から挿していこうか 

  真剣です 

《緑のコーディネーター 髙井カホルさん》 

【日 時】11月24日（木）13：30～15：00 

【場 所】中央区南当仁公民館  

【観察場所】鳥飼八幡宮 

【講 師】髙井カホル 【 】8名  

 

 この日は気温が下がり風が冷たいなか、南当仁公

民館に集合。西町公園の植物を見ながら鳥飼八幡宮

へ移動。 

 まず、入口のアカメガシワや、今花が咲いている

ヒイラギを観察。境内に入り、サクラやイチョウは

なぜ紅葉するの？ ギンナンはどこになるの？ と

樹木を見ながら説明しました。途中から宮司さんも

参加していただき、保存樹のことや歴史についてお

話していただきました。 

 境内には歴史を感じる大木や珍しい植物が多く、

参加者の皆さんも、日頃じっくり見る事がなかった

ので楽しかった…と喜んでもらいました。 

 とにかく日陰は寒く風が冷たいので、足早に説明

して公民館に帰り、お茶会で体が温まりました。寒

いなか緑に関心をもっていただいた事に感謝です。 
 

■自然観察会 【南当仁公民館 小金丸主事様より】 

 鳥飼八幡宮は近いので、時折訪れる事はあり

ますが、境内の植物をゆっくり観察したのは初

めてでした。しかも髙井さんのちょっと科学の

目と宮司さんの歴史を踏まえたお話両方が聞け

て、とてもラッキーだったと思います。 

 参加者がもう少し多ければもっといろいろな

質問なども出てまた違ったお話が聞けたかもし

れません。が、少人数だからより深く教えてい

ただけたこともあったと思います。 

  ラッピングして完成 

 「イチョウ」を観察  「ソテツ」を観察 

鳥飼八幡宮のご神木千年蘇鉄

「ホテイチク」の葉脈を観察 
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緑のコーディネーターによる体験講座 
                         

■ペットボトルハンギング 

【弥永公民館 村山主事様より】 

 初めて緑のコーディネーターさんに来ていただき、

優しく丁寧に指導していただき、とても楽しく植える

事が出来ました。 

 水やりのポイントなど、様々なミニ情報を教えてい

ただくことで、今まで間違った育て方をしていた点に

気づきました。 

 参加されたみなさんが大変満足され、大切に育て

て、花が終わったころに、また違う花を植えたいと

おっしゃっていました。 

 少しでも花や緑に関心を持ち、心豊かに交流できる

場を提供できて良かったです。 

（活動報告） 

《緑のコーディネーター 石井康子さん》 

【日 時】12月3日（土）10：00～12：00 

【場 所】南区弥永公民館 

【講 師】石井康子 

【 】17名 【参加費】500円 

 

南区弥永公民館にてペットボトルハンギング

の講習会をさせていただきました。緑のまちづ

くり協会のご紹介によるものです。 

９月中旬に協会の方と打合せに行き、ペット

ボトルハンギングの資料や写真などを見ていた

だきながら、講習会からまちづくりにつながる

話まで、盛り上がりました。 

当日はペットボトルの容器作りから植物の植

え付けまでしました。出来上がった作品をテー

ブルに並べ、クリスマスのお茶を飲みながら育

て方を説明しました。 

「春が楽しみ！」「たくさん並べたい！」

「他の植物でも作りたい！」今後も園芸講座を

して欲しい！」など、嬉しい笑顔を声がありま

した。 

これからも地域のまちづくりのお手伝いがで

きると嬉しいです。協会の方々のご支援に感謝

致します。 

         

《緑のコーディネーター 弓手由美子さん》 

【日 時】11月29日（土） 

     13：00～14：00 

【場 所】緑のまちづくり協会 会議室  

【講 師】弓手由美子 

【 】10名 【参加費】500円  

 

 緑のまちづくり協会で行われている「ミニ座談会」と併せた体験講

座で、コニファー（針葉樹）を使ったクリスマス用ミニツリー作りを

行いました。 

 作り方は簡単です。器にセットしたオアシスに濃い緑、黄緑、ブ

ルーグレー系の８種類のコニファーの色、形のバランスをとりなが

ら、円錐形に挿してツリーに仕上げていきます。最後にお好きなオー

ナメント（飾り）や木の実を付けたら出来上がり。 

 爽やかな香りを放つ、みずみずしいミニツリーが、気分を一気にク

リスマスモードへ切り替えてくれました。 

 参加された方の中には、生け花やフラワーアレンジメントの経験者

の方もいらっしゃって、ベテランもビギナーも和やかに作品作りに取

り組み、クオリティーの高い素敵なツリーが完成しました。 

■ミニクリスマスツリー 

作り方を説明 

円すい形に挿していきます 

飾りをつけて完成 

ペットボトルで容器を作る 1番目の苗「ビオラ」を入れる 

2番目の苗を入れたら 

結束バンドでしめる 
一番上に「アリッサム」 

を配置  
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 《緑のコーディネーター 吉松晃子さん》 

【日 時】11月15日（火）15：15～16：15 

【講 師】吉松晃子 

【スタッフ】青木千穂実・江島悦子・坂森 恵 

【参加人数】136名 

 

 勤労感謝の日を前に、ご両親への感謝の気持ちを「カラーサンドアレ

ンジで表現したい」とご依頼をいただき、賀茂小学校留守家庭子ども会

へ事前打合せに伺いました。 

 「人数が多いので２回に分けて開催し、短時間で完成させたい」との

ご希望でしたので、カラーサンドの色は、12色の中から4色を決めてい

ただき、予備も含めた150人分を用意しました。 

 当日は準備に時間がかかるので、留守家庭の先生10名も7期生3名の

アシスタントさんも2時間前の集合で、会場設営を開始しました。 

 皆さん奮闘してくださり、予定より早めに準備が整ったので、講座の

流れ通りに実演もできて、初めての先生方も制作過程がわかって良かっ

たと好評でした。 

 15時を過ぎると「お帰りなさい」の声に迎えられて、児童が続々と集

まってきました。興味津々の様子で、熱心に説明に耳を傾けてくれて、

丁寧に作品を作ってくれました。 

 30分刻みの2回講座でしたが、心強いアシスタントさん達のおかげで

スムーズに講座が進み、たくさんの子ども達の笑顔を見ることが出来まし

た。 

 児童が事前に書いておいた感謝の手紙を、作品と一緒に袋に入れて講座終了となりました。予備は先

生方が作品にして、学校関係の方へ渡されたと聞き、とても温かい気持ちになりました。 

カラーサンドアレンジ教室（活動報告）        
～賀茂小学校留守家庭子ども会～ 

講師・スタッフの紹介 

丁寧に作っていきます 

カラーサンドアレンジ教室（活動報告）        
～長尾小学校留守家庭子ども会～ 
 《緑のコーディネーター 藺牟田 了子さん》 

【日 時】11月21日（月）15：30～16：30 

【講 師】藺牟田 了子  

【スタッフ】磯辺孝子・津隈都子 

【参加人数】104名 

 

 長尾小学校留守家庭子ども会から、カラーサンドの依頼を受けまし

た。今回は104名の参加で、ちょっとビックリしました。 

 部屋には全員は入れないので30分ごと入れ替えで作業をしました。

説明をしっかり見ていたのでしょう！細かい私の動きまで再現している

のを見て思わず笑ってしまいました。 

 勤労感謝の日にプレゼントするということで、事前に肩もみ券を添え

たアイデア満点のメッセージカードを子ども達が用意していました。 

 出来上がった作品にカードを添えてかわいいカラーサンドが出来上が

りました。 

 どうなる事やらと心配しましたが、留守家庭の先生、スタッフの磯辺

さん、津隈さん達のお陰で、無事に終える事が出来ました。 

 今回も子ども達が楽しそうに作っている姿を見ながら、子ども達から

沢山のパワーをもらい楽しい時間を過ごさせていただきました。 

 留守家庭子ども会は本当に楽しいです！ 

好きな色を入れていきます 

メッセージを添えて完成 

講師・スタッフの紹介 

メッセージを添えて完成 

１人分の材料 
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講師のあいさつ 

《緑のコーディネーター 渡辺しおみさん》 

【日 時】11月24日（木）10:00～12:00 

【場 所】西区玄界公民館 

【参加人数】19名 【参加費】700円 

 

 博多埠頭から高速船で35分、玄界島は福岡市西区にあり、四方を海

で囲まれた美しい島です。その港のすぐそばに玄界公民館があります。 

 ご参加の皆さんは、多肉植物を育てるのは、ほぼ全員始めて。通気性

のよいアイアンカゴに麻布を引き、2種類の多肉植物を植え込みます。 

 育て方を一通りお話しした後は質問タイム。自然豊かな土地柄、海辺

に適した野菜や花は育てられていたのでしょう。 

 「どんな土がいいのでしょう」「肥料はどうしたらいい？」次々と挙

がる手のなか「うちのクンシランが…」「万両が…」と他の植物への質

問も飛び出し、ウソをつかないよう、精いっぱいわかる範囲でお答え

し、大いに盛り上がりました。 

 ご参加の皆さんの賑やかな雰囲気にすっかり和ませて頂き、とても印

象に残る講座となりました。 

 「潮風で育つかな？」と心配された方もいましたが、性質の強い多肉

植物、海辺に自生しているものもありますから、きっと島で育ってくれ

るでしょう。 

 「来年も来てねー」と、ありがたいリクエストも頂き、ぜひまた、皆

さんの明るい笑顔に会いたいな…と、嬉しい気持ちで島を後にしまし

た。 

《緑のコーディネーター 吉松晃子さん》 

【日 時】11月19日（土）10:00～12:00 

【場 所】中央区南当仁公民館 

【参加人数】45名 

 

 昨年の「寄せ植え」講座に引き続き、今年も南当仁公民館での小学生

向け体験講座の依頼をいただき、人気のカラーサンドでクリスマス・お

正月を彩る作品を作りました。 

 事前打合せの時に、公民館スタッフの皆さんと試作をして、予算を抑

えるために、飾り物・持ち帰り袋は手作りにしました。 

 好きな色を選び、砂をサラサラと重ねた後は、クリスマス用ピックと

リボンを飾り、レース柄の敷物の上に乗せ、名前を書いて、みんなの作

品鑑賞会も楽しみました。 

 お正月の飾り・緑紅紙・管理方法のメモ紙は、手作りの袋に入れて、

大事に持って帰ってもらいました。 

 公民館のみなさんにご協力いただき、おかげさまで賑やかな楽しい時

間を過ごせました。 

本日の講座について説明 

カラーサンドアレンジ教室（活動報告）        
～南当仁公民館『つくるクラブ』～ 

ピックはどこに挿そうかな 

白い石を敷いて最後の仕上げ 

多肉植物の寄せ植え（活動報告）        
～玄界公民館～ 

 植物をバランスよく植えこむ 

飾り付けを行う 

 素敵な作品が完成 
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《緑のコーディネーター・園芸福祉ふくおかネット 黒瀬恵子さん》 

 

11月28日(月)と30日(水)の2日間、園芸福祉ふくおかネットの会

員5名で、北九州市八幡東区にあるデイサービスセンター恵迪館
けいてきかん

に

行って来ました。 

農林水産省の「国産花きイノベーション事業」の一環として、高齢

者施設の利用者さんにハンギングバスケットづくりを体験して頂いて

いますが、今回、訪れた恵迪館は園芸療法が行われている施設で、手

入れされた庭が素敵な景観をつくっていました。 

 館内では、カルチャースクールを思わせるような教室があり、展示

されていた作品のレベルの高さと共に、90歳を過ぎても尚、素晴ら

しい作品を作られている作者にも感動しました。 

高齢者施設でのハンギングバスケットづくりは、時間的な制約など

もありますので、短時間で楽しみながら達成感も味わって頂けるよう

工夫しています。 

 ハンギングバスケットは植物を横にして植えるので、体験される方

に興味を持っていただけますし、出来上がった作品を施設に飾ること

で、景観づくりや、施設を訪れる楽しみにもなります。 

 参加された方々に咲き終わったビオラの花をお見せして「花がら摘

みをお願いしても良いですか？」とお聞きすると、皆さんはニッコリ

うなずいて下さいました。 

 後日、恵迪館の西野館長から谷口代表宛に嬉しい

メールが届きました。 

「グループホームの皆様が、毎日ビオラを観察し、

楽しみに手入れをされています。デイサービスの皆

様は、利用日にビオラに会いに行かれ、屋外歩行の

距離が伸びています。」 

 私達の活動が、少しでも高齢者施設の皆様のお役

に立てたことに感謝しています。 

楽しく作ろうハンギングバスケット！（活動報告）        
～北九州市デイサービスセンター『恵迪館』～ 

子ども達と一緒にチューリップの植え込み！（活動報告）        
～みそら保育園～ 

《緑のコーディネーター 伊藤有幸さん》 

【日 時】11月18日（金）13：00～ 

【場 所】東区みそら保育園 

 

 おじさ～んミミズがいたよ～！ 

 チューリップは、とんがり頭を上に植えるんだよね～ 

 球根の皮は、むいちゃだめだよ～、などなど・・・ 

 わいわいガヤガヤ、約110名の園児とボランティアさんが楽

しくペットボトルハンギング制作とチューリップの植え込みを行

い、子ども達から元気をいっぱいもらい、とても楽しい時間でし

た。 

 来年は、もっと多くのボランティアさんを呼びかけたいです。 

  花いっぱいの玄関と庭 

     準備ＯＫです 

完成した作品を前に手入れについて説明 
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 西高宮小学校の花のボランティア （活動報告） 

《緑のコーディネーター  

 古荘浩士さん・諸隈アサ子さん》  

 

 私と同僚の高宮在住の諸隈さんがボランティア

センター「あすみん」より西高宮小学校にて、緑

のボランティアの活動を体験講座としてくれとの

要請を受けたのは3年前でした。 

 我々環境分野の他に災害支援、高齢者、障がい

者の４分野にて、3回の講座（約２時間、5年生4

クラス１６０名）をそれぞれ行うことでした。 

 今年も要請があり我々の講座は、1回目（10月

12日）は今まで活動してるボランティア（こども

病院・九大病院・警固公園）の写真をとうしての

話と、まちづくり協会の冊子「花づくり12か月」

を参考に花の話をしながら、子どもたちに花のボ

ランティアの苦労話や人々に感謝されたことや、

花がきれいに咲いた時の喜びなどの話をしまし

た。2時間でしたが、子どもたちの目に花への興

味がわいてきたのが良くわかりました。 

 2回目（10月19日）は、プランターによる花

植えを1時限目は机上の勉強、花の配置、植え方

を全員で実施訓練をしました。2時限目は外にて6

班に分かれて6個のプランターに実際の花植を行

いました。水のやり方や花柄つみの仕方などを教

えました。後のそれぞれの感想文には初めて花を

植えた喜びや、後の水やりの大変さなどが書かれ

ていました。 

１回目講座10月12日 

 3回目（11月2日）は校庭にある3つの花壇

に花を植えることです。花はキンギョソウ、ビ

オラ、アリッサムの3種類を1時限目は図面に花

と色の配置の勉強を行い、2時限目は花壇の花

植えを行いました。 

 子どもたちはなれた手つきで植えていまし

た。子どもたちはこの日のため、本を読み復習

していたと思われます。それぞれの感想文にも

無事花植えが終わったことが素直に書かれてい

ました。 

 12月８日に4クラスごとにそれぞれの分野で

子どもたちの報告会が行われました。12分の発

表でしたが、それぞれ花のこと、水やりのこ

と、そして今後も花を大事に育てることを写真

や文書で一人一人が真剣に話していました。 

 終わって、玄関を出るときそこに、今まで気

がつかなかったが10個以上のプランターにきれ

いに花が咲いて置かれていました。 

 聞きますと去年から環境美化クラブができた

そうで、子どもたちが花を植え、水やりをして

管理しているとのことです。学校に、先生たち

に、そして子どもたちに緑や花のことが少しず

つ伝わっていると思いました。二人の心にほの

ぼのとしたものを感じ学校を後にしました。 

2回目講座10月19日 3回目講座11月２日 
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《緑のコーディネーター 田浦和月さん》 

【日 時】11月22日（日）10：00～11：30 

【場 所】糟屋郡新宮町 ソピア新宮 

【講 師】田浦和月  

【スタッフ】外部講師（手作り作家）田中千鶴 

【参加人数】16名 【参加費】1,500円 

 

 講座スタート前に、初めて参加されるスタッフの田中さん、ソピア新宮

の職員の方と講座の流れを手元の資料を見ながら、事前説明ミーティング

を行いました。 

 講座では、まずタイトルの「綺麗に紅葉させるテクニック」を4つの項

目に分けて説明した資料を配り、その資料を基に説明しながら、紅葉した

ものとしていない多肉植物の現物で確認しました。 

 実際に紅葉している多肉植物との違いを目で見られて、参加者の方々は

深く納得されていました。 

 次に作品作り！ 

 手作り作家さんが使用済みのアルミ缶を使って作成したリメイク缶の器

の説明の後、その缶に各自お好きなシールを選んでいただいて、缶にこすりつけて転写させ出来上が

り。世界に一つだけのオリジナル器に、皆さま喜んでいただきました。 

 工夫した点はオリジナルを出すため缶の色を5種類にしたことと、転写の作業が不得意な方の為に出

来上がったものも用意しました。 

 予算と時間の関係で、今回はアルミワイヤーと苔を使った器に、多肉植物を１つ入れた作品も作りま

した。 

 最後に多肉植物についての質問に答え、皆で参加者全員の作品を見て回り終了しました。 

 緑のコーディネーターの体験講座を行うための資料を参考に、開催に必要なポイントを確認しながら

準備等進めていきました。場数を経験して初めて気づく事も多く、今後の活動に活かしていきたいと思

いました。 

多肉植物について説明 

多肉植物を綺麗に紅葉させる育て方のテクニック（活動報告）        
～ソピア新宮 2016冬のスポット講座～ 

アルミワイヤーの作品にはクリス

マス用に赤いリボンを飾りました 

オリジナルの器に植えた 

多肉植物の寄せ植え 

「福岡城さくらまつり」に参加しませんか（出展募集）  

 毎年多くの来場者を迎える「福岡城さくらまつり」において、今

年も「緑のコーディネーターＰＲブース」を設けることとなりまし

た。このブースを使って、活動広報や体験講座などを通じて、緑の

コーディネーターをＰＲして頂ける方を募集します。 

 参加を希望される方は、Ｈ29/1/10(火）までに、みどり課安武

（℡092-822-5832）へご連絡ください。 

【日  程】平成２９年３月下旬～4月上旬 

     （桜の開花状況により検討中） 

【出展場所】舞鶴公園 鴻臚館跡芝生広場 

【出展内容】緑のコーディネーター活動のＰＲにつながるもの 

     （活動広報、体験講座、公園ガイド、園芸相談など） 

 出展に係る費用負担：まちづくり協会からの謝礼金は無し。 

 ただし、必要経費を参加者から徴収することは可能 

 （額については要相談）。 

 テント、机、椅子については要相談。 

※出展内容、日時など詳細については、個別にご相談させていただきます。 

昨年の「緑のコーディネーター 

ＰＲブース」の様子 
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福岡市植物園からのお知らせ（情報提供） 

こんにちは。福岡市植物園です。 

今年の冬は急に気温が下がり，寒い日が続いています。園内では，これからサザンカやツバキ，ソシ

ンロウバイなどの冬の花が見頃を迎えます。温室では，ブーゲンビレアやハイビスカスといった花が咲

き，南国気分を味わえます。 

また，植物園では，毎年新年を迎えると植物園の正面の改札の前に門松を飾ります。今年はどんな門

松が登場するのか楽しみにしてください。 

また，1月2日（土）の9時より『お年玉プレゼント』（先着200名，花鉢などの無料配布）を，1月

6日（金）の11時より『春の七草粥会』（先着200名，七草粥の無料試食）を行います。寒い中でいた

だく七草のお粥は最高です。 

2017年も、福岡市植物園をよろしくお願いします。 

七草粥会の様子 

○イベント 

・植物画コンクール作品募集  11/1（火）～ 1/31日（火） 

・お年玉プレゼント（無料配布）1/2（月）  9:00～ 先着200名 

・春の七草粥会（無料配布）  1/6（金）11:00～ 先着200名 

○講座 

・バラの手入れと管理     1/19 （木）開催（〆切1/5（木）） 

・ハーブの効用         2/3（金）開催（〆切1/20（金）） 

・冬の庭木の管理と梅の花後のせん定  

               2/10（金）開催（〆切1/27（金）） 

・かずら工芸         2/12（日）開催（〆切1/29（日）） 

○観察会 

・旬の植物ガイド       1/14（土）開催（〆切12/31（土）） 

・植物観察会～温室植物～   2/11（土）開催（〆切1/28（土）） 

○こども向け体験教室 

・冬のどんぐり工作体験教室   12/23（金）～ 12/25日（日） 

                12/27（火）～12/28日（水） 

 

詳しくはホームページ又は市政だよりをご覧ください 

☆植物園ホームページ 

 http://botanical-garden.city.fukuoka.lg.jp/   ブーゲンビレア 

写真はイメージです 

「ふくおか花と緑の連絡会」からのお知らせ（情報提供）  

■多肉植物の寄せ植え                              

【日 時】1月28日（土） 10：30～12：00  

【場 所】警固公園安全安心センター 

【参加費】500円   

【担 当】田浦和月 

【お申込み・お問合せ】 田中節子 090-5923-3211（メール可） 

緑のコーディネーターの皆さまへ 
■緑のコーディネーターによる体験講座に参加しませんか？             

 市民を対象に体験講座を開催しています。講師の技術を学び、交流を深めませ

んか？見学だけでもOKです。 

【日 時】1月12日（木）14：00～16：00 

【場 所】早良市民センター 実習室 

【内 容】壁掛け型の観葉植物の寄せ植え 

【参加費】1,500円 【講 師】竹下順子さん 

【お問合せ・お申込み】（公財）福岡市緑のまちづくり協会みどり課 安武  

           TEL：822-5832 FAX：822-5848 

写真はイメージです 


